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昭和41年度における天然ガス調査の成果
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牧野登薯男

〔I〕象潟町東部構造試錐

(小滝ST-1号井)

i)目的

仁賀保油田地域は広く鳥海火山砕屑物におおわれ地

下地質推定資料は乏しくその探鉱には困難な点が多い.

本地域の西側は金浦～小滝背斜系列カミありその東縁部

には逆断層が南北方向に存在すると推定され東側には

西小国背斜系列･院内～横岡背斜系列カミありそれぞれ

産油･産ガス構造となっている.

本構造試錐は仁賀保油田地域の地質総合および物理

探査結果から推定される背斜構造の存否および地下地

質層序･岩相の確認あわせて含油･合ガス状況を探究

すると共に本地域の石油･天然ガス探査の基礎資料を

得ることを目的としている.

720～910nユ

910～12001〕=1

1200～13161n

灰色泥岩･凝灰岩

灰色泥岩･灰色砂岩･凝灰岩で

やや砂岩優勢液互層

灰色泥岩･灰色砂岩･凝灰措で

やや泥岩優勢な互層

口)有孔虫化石

本構造試錐の有孔虫化石調査は石油資源開発(株)に酒

田鉱業所高橋･斎藤両氏によってコア･カッティング

について行なわれた.その結果によれば次のようで

ある.

(810)～540刎N万帯

500mで胴細伽αα脇α伽みが1個体見出されたの

みで他は全く見られなかった.

540～760閉ひ吻θ伽αα脇α伽ゐ凝集

びη紅ブ初α脇α伽ゐおよびひ｡£肋肋Zαの2種が

連続多産するのみで随伴種がほとんどない.

770～1314.5刎σ吻gぴ伽αα肋肋θ〃3ゐ一Cブ必ブ0並0一

〃｡倣3cf､∫泌gヅ｡あ03舳凝集

督=,

ii)位置および深度

本構造試錐は小滝｡上浜油田の東北方に位置(秋田

県由利郡象潟町小滝字下道13-1X=一89980.69Y

=一76196.08.基準標高173.60m)し深度1316㎜ま

で掘さくされた.本工事は布石製井工業㈱の請負工事

として実施し使用掘削機はN-1000型ポンプ71/･"X

!4"エムスコを使用昭和41年7月8回開坑同年9

月9目掘止めた.

iii)坑井地質および比肩

イ)坑井地質

0～147.5n1

147.5～2871n

287～385m

385～435m

435～460m

460～720m

安山岩安山岩礫砂凝灰岩粘土

灰色粗粒砂細～中礫質砂

青灰色細～中粒砂礫質砂青灰色シルト

灰色～灰白色凝灰岩凝灰質泥岩をはさむ

灰色細～中粒砂岩

灰色泥岩

ヨ委{

憲簑

由利原ST-1号丼掘さく現場ヤグラはジャックナイフ型

小滝ST-1号井と同一の機械である�



上部の群集と比較し種類｡個体数共に多く石灰質

種として睨敏ブ{舳ω脇α6伽ゐカミ優勢でこれにひ脾

も･iu･王.η加肋Zαα･･肋Z{伽伽･肋αC･い鮒

惚舳肋助肋刎伽ZZαμZ･加ZZα肋〃θ肋砂θ物Zα

N･η{0ηク0妙〃･流3曲〃刎伽〃〃αyαZη〃伽θブ6α

3〃｡刀加などを随伴する.一方砂質種は0ブ伽03伽

刎0肋∫C£∫励gブ0ろ03舳が最も優勢で③6Zα"ηα

μ∫棚αMαブ肋0腕ZZαω榊伽ηゐ〃.ろ閉め伽α鮒〃加

㈱ゐ〃肋〃伽励な｡θη出たとが随伴する.

浮遊性有孔虫については500m以浅ではほとんど皆

無で仁賀保地域全般について見ても全く異例の現象と

いえる.820m以深ではGZo雌6ブ初μ6伽庇㎜αG

ろ"0肱3カミｰ応連産するが個体数は少ない.

αoろ｡伽なα肋加〃α肋は820m1180m1201.65㎜

1290mでそれぞれ1個体見出されているがこれによる

地層層位の認定は困難である.

以上述べた坑井地質有孔虫化石灘集を基に本地域

の既存資料を検討し本構造試錐の対比を一応次のよう

に解釈した.

肘)地緩傾斜方位

デヅプメｰタ解析による地層の傾斜･方位は次のよ

うである.

深度方位傾斜

465～787mN75.E～S85.E68｡～770

800～896血N55.E～S70.E52｡～680

914～995mN39.E～N61.E29｡～34.

1000～1309mN12｡～36.E27｡～360

V)むすび

本構造試錐によって小滝･上浜油田東方の下部天徳寺

層までの地下地質状況が把握された.また当初予想さ

れた推定背斜構造の存否については本構造試錐結果か

ら確認し得なかったがiマ)項で述べた地層傾斜の測定

結果から900m以浅の第三紀層はかなり急使斜を示し

地震探査結果と相まって本井付近をやや大き狂道断層

が通過するものと推定される.これら結果は今後仁賀

保油田南部とくに金浦～小滝背斜系列の断層下カ重りブ

ロックを探鉱する上にまた院内～横岡背斜系列との中

間地域の探鉱に1指針を与えると共に地震探鉱結果を

解析する上にも寄与するものと思われる.

O～147.5m鳥海火山砂層物

147.5～383m面目層

383～435m笹岡層(面目層基庫不整合によっ

て桂坂凝灰岩のみ残る)

435～820m上部天徳寺層

820～1316m下部天徳寺層

(掘り止め)

本構造試錐掘削中に油･ガス徴候は認められなかった.

〔]I〕由利原構造試錐(由利原ST-1号井)

i)目的

鳥海山山麓地域はその噴出物によりおおわれ地下

地質資料に乏しくその探鉱は地理的条件の悪いことと

相まって困難をきわめ見るべき探鉱は行荏われていな

い.由利原背斜は物理探鉱結果により推定された背斜

構造で昭和40年度地質調査所で構造試錐を実施した白

雪川背斜と同一系列と推定され西側には院内～横岡背

由利原ST-1号丼掘さく中ドロｰウオｰクスは

4τ/8"ユニットタイフ改良型ロｰタリｰチ}ブル

171/里"オイルバス

由利原採取

コア砂質シルト岩シルト質砂岩�



轡

斜系列東側は直根～矢島背斜系列がありそれぞれ産

油･産ガス構造と狂っている.由利原～白雪川背斜系

列については白雪川ST-1号丼以外は全く掘さくさ

れておらず未探鉱地域として残されている系列である.

本構造試錐は由利原背斜構造の存否およびその地下地

質層序･岩相の確認あわせて含油含ガス状況を探究

すると共に広く鳥海山噴出物におおわれた地域一帯の

石油｡天然ガス探鉱の基礎資料を得ることを目的とした.

ii)位置および深度

本構造試錐は鳥海山北麓の由利原台地に位置(秋岡県

由利郡由利村南由利原427X=一84138.02Y=一661

58.81基準標高367.84m)し深度1501.2mまで掘

さくされた.本工事は布石製井工業㈱の請負工事とし

て実施し掘削機はN-1000型ポンプ71/｡"X14"

エムスコを使用昭和41年10月6回開坑同年12月16目

に掘り止めた.

iii)坑井地質および化宿

イ)坑井地質

0～35m安山岩礫褐黄灰色精左肩英粗粒砂

35～50m灰色細～粗粒砂

50～120m灰色砂質シルト岩～シルト質細粒砂岩

凝灰岩の薄層をはさむ

120～260m灰色シノレト質砂岩～砂質シルト岩

260～305m灰色砂質シルト岩～凝灰質シルト岩

凝灰岩をはさむ

305440m灰色砂質泥岩凝灰質泥岩

440～660㎜灰色泥岩

660～925m灰色泥岩凝灰岩をはさむ

g25～960m灰色泥岩

960～1190m暗灰色泥岩

1190～1205m暗灰色泥岩ベントナイト質凝灰岩をはさ

む

1205～1320m暗灰色泥岩

1320～1501.2m暗灰色泥岩ベントナイト質凝灰岩をはさ

(掘り止め)む

口)有孔虫化石

本構造試錐の有孔虫化石調査は石油資源開発㈱酒田

鉱業所斎藤氏によりコア･カッティングについて行な

われた.その結果によれば次のようである.

(50)～150刎!▼F帯=

この深度には有孔虫を全く含んでいたい.

160～800刎Cブ必グ｡ηoπ{oπ3〃ろgヅ｡ろ05〃刎_亙Zo〃〃∫

伽砂〃肋z伽∫θ凝集

この凝集は比較的個体数が少ないがCブ伽｡ηo{oη

3泌groろ｡舳刎皿｡〃〃3刎αημ肋肋脇および0ブ伽｡･

η0η{0れ加ψ6∫6肋666ZZα伽g肋が連続的に産出する.

810～740mσηなθブ加αα肋切θη3ゐ_1秒ゐfo刎加θ〃α

μz6〃zα群集

この深度は有孔虫化石が豊富で眈紐ブ伽α肋α伽ゐ

助肋〃伽ZZαμZ6加π"C側3肋伽αc£伽昭伽砿α

ルg〃0gθr加α尾0石0湖η3刎北地Z伽加砂3物Zαを連

続多産する.

750～945mひ切g〃加αω肋肋θ刎ま5一〃εZo〃ゐク｡刎一

ク荻0肋3群集

上位の群集と同様にひ晦ε伽αα肋伽3加が連続多

産するカミ上位群集でこれと同様に多産していた種は劣

勢.と在り泌Z0桃ク0妙〃0ゐ砂0η肋3舳ろ0刎伽が

やや優勢となっている.

950～1100m“B〃Z伽加α〃閉Zα"_07曲ブ05τo刎｡一

助3cf.∫泌gグ｡あ03舳一Mα〃｡脇件

ZZαω閉伽桃凝集

この深度は本坑井で最も有孔虫化石の豊富な部分で

特に砂質種の0r伽｡∫¢o刎｡肋3c£舳ろgroろ｡∫舳〃脈

あη0¢あθ〃ωω〃刎〃加3〃.あ伽みα〃α肋閉肋θ刎むなどが

連続多産し上位の凝集と明瞭に区別される.石灰質

種は“肋Z伽伽〃r〃α"肋伽加Cいψ肋yαZ吻一

価6ブ加5αゐ肋αおよびぴ雌6r伽α肋α伽みを連続多

産する.本群集ではση紅ブ伽α脇α伽みはじめ

眈紐7伽属の産出が多種にわたっている特徴を有する.

1105～1501.2mMα〃ηo肋〃“o〃舳η63凝集

この深度では"6ブ伽0腕ZZα60刎伽ηみとM.加必

ツ伽α勿閉肋〃∫おの2種が連続多産する.この他

0ブ伽｡曲刎｡肋3c£3泌groあ05舳を比較的連続産する

が他の各種はきわめて劣勢となっている.1315m以深

で助{ブ｡∫毎刎｡Z伽"α60妙π㈹αカミ少数ながら連続産出

する.

浮遊性有孔虫化石は795～807.8㎜間にGZ0ろ0ブ0肋肋

ケψ肋帯が見出された.また1020～1070m間に0肋〃

伽α伽加㈹ααoろ｡ヅ｡オα肋抄が帯として集中的に産

出する.

以上の坑井地質および有孔虫化石群集を基に周辺部

既存坑井資料などを検討し本構造試錐の対比を一応次

のように解釈した.

0～35m

35～50m

50～305]〕1

305～8031n(?)

803(?)～1100m

1100～1501.2In

(掘り止め)

鳥海火山砕贋物

画目層

笹岡層

上部天徳寺層

下部天徳寺層

船川層�



肘)地層傾斜方位

テップメｰタ解析による地層の傾斜方向は次のよう

である.

深度方位傾斜

364～5601n2440～3060140～230

629～810m263｡～303.18｡～30,

812～13241=日2170-2970180～280

Y)むすび

本構造試錐は船川層下部まで掘さくしその層序･岩

相･構造を把握することができた.しかし所期め背斜

構造の存在を確認することカミできなかったカミ矢島地区

に比較し下部天徳寺～船川層の層厚が減じている点は留

意すべきであると思われる.

本構造試錐は白雪川ST-1号井と共に院内～横岡

背斜系列と矢島～直根背斜系列の間に掘さくされた数少

粧い坑井で白雪川ST-1号井は下部天徳寺層中で掘

り止められたのに対し本坑井は船川層下部まで掘さく

しその資料を得られたことは本地域のCOntrO1Weu

として重要なものであると共に今後これから資料を基

に地震探鉱結果の再検討と周辺地質資料を総合解釈す

ることにより本地域の探鉱に1指針を与えるものと思

われる.(筆者は燃料部石油課)

･･O舎O･…O今O･…O台O･…O台O･…O台O･…O令O･…O今O･…O今O･…O今O･…O金O･…O令O･･

φ書

曾新潟県下の喜

暴空中磁気探査言

書書

･･O含O･…坤O･…O今O･…O今O･…坤O･…O含O･…O今O･1･･O今O･…O今O･…O今O･･1･O舎O･･

斉藤友三郎

1.まえがき

平原下の石油･天然ガス鉱床の開発に役立っ基礎資

料をえることを目的として昭和39年に出発した新潟県

下の空中磁気探査は第3年度にはいり今回は越後平

野中南部および佐渡海峡を調査した.

2.調査区域(第1図参照)

昭和41年度の重点区域は越後平野中南部す恋はち観

音崎～十目町線より東新潟～新発田線にいたるこの平

野の主要部ならびに隣接の丘陵地帯である.この区域

の北半分角田山～加茂線より北の区域は前年度も調査

しているが今回から飛行高度の基準を3000ft.にした

ため再測した､

また佐渡海峡の場合は松浜～寺泊海岸より佐渡ケ島

にいたるいわゆる佐渡海峡の概査を主とし一部北蒲

原より粟島西頸城より佐渡ヶ島への予察を行なった.

側線長

越後平野中南部……･･94側線延長約3000k皿

佐渡海峡……………･17側線延長約800km

粟島

一

旨察)侮

熱田

佐渡ケ島/

(概査)新潟ミ新津

〃

長簡

争｡

琶柏崎九個.j

囮昭和41年度調査区域

1餉二律[ニコ昭和40年度調査区域

こ二111:…昭和39年度調査区域

第1図

調査区域図

3.調査方法および器械

ともに前回の場合と全くおたじである.す恋はち

空中磁力計電波高度計対地カメラなどをピラタス･

ポｰタｰ(単発機)に積込み計画線(方向N60.W

間隔1友m)上を一定の高度で飛行すを方法である.

高度を3000ft.にあげた理由は信越線新潟交通(白

根)線長岡鉄道など電車(迷走電流)の影響をなる

べく少なくしまた角岡｡弥彦山塊のよう恋かなりの

標高の山地も安全に飛行し測定範囲を拡大することで

あった.狂お測定飛行中は地上の定点においても地

磁気の目変化を観測した.今回は空中に適当なコント

ロｰノレ｡ラインを配置できなかったため地上観測はモ

ニタｰ以上の重要な役割りを果たした.

4.調査結果の概要

航空機を中型ヘリコプタｰ(S-55)から小型飛行機

(PC-6)にきりかえたこともあって年間の作業面積

は次第に増加してきた.とくに昭和41年度は地域調査�


